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2009年 5 月30日、教育GPシンポジウム「流域主義による地域貢献と環境教育」
が和光大学Jホールにて開催された。文部科学省の2008年度教育GP（質の高い大学
教育推進プログラム）に選定された取り組み「流域主義による地域貢献と環境教
育」（2008年度～2010年度）の中に位置づけられるシンポジウムであるが、この教
育プログラムは同時に、2008年度・2009年度の和光大学総合文化研究所研究プロ
ジェクト（模索研究）「岡上地域・鶴見川流域における環境教育」という研究プロ
ジェクトの成果でもある。本研究プロジェクトは、和光大学が以前から積み重ね
てきた周辺地域との協力関係を、さらに強化し体系化することを通じて、「持続
可能な都市のための環境教育」の新たな教育モデルを構築しようとする教育方法
を研究・開発するものである。
本研究が目標とする教育方法の特色の一つは、基調報告にもあるように「流域」
という視点を強く意識した実践的な地域貢献を行うことを通じて、環境教育とし
ての効果を狙った点にある。鶴見川流域に位置する和光大学がこれまで積み重ね
てきた大学周辺地域との協力関係をより一層強化し、環境教育と地域貢献を教育
に取り込んでいこうとするプログラムであり、鶴見川流域の地域社会、特に岡上
地域と協力しながら、学術的な立場から地域貢献を行い、また地域が抱える環境
問題などを学生と地域住民との関係の中で考えていくということは、全国的な教
育モデルとして大きな意義があると考えている。
ここでの問題意識としては、大学教育が今日抱える課題として大学生の地域社
会との遊離、主体的に学ぶ姿勢の低下等をあげ、また、持続可能な都市社会創造
の課題として、地元の自然環境を感受する能力を持つ者や都市社会の中で人間関
係を取り結び連携して行動する能力を持つ者を育成する必要性があるものと考え
た。そこで、これまで積み重ねてきた地域との協力関係をもとに、地域貢献を進
めることを通じて、岡上地域・鶴見川流域の社会と自然環境を教育資源として、
学生の主体性、社会と連帯する力、足もとの自然環境を感受する能力を育てると
いう教育目標を設定した。
そうした目標を実現するためには、学生の自主的活動として定着しつつある地
域との協働を講義の中に生かしていく工夫や、新たな教育効果が期待できる地域
協働や環境保全活動の裏打ちとなる環境社会学／環境教育学的研究が必要である
006 ──和光大学総合文化研究所年報『東西南北』2010
和光大学教育GPシンポジウム：流域主義による地域貢献と環境教育
報告にあたって
 
との考えに立ち、2008年度教育GPの文部科学省への申し込み以前から、総合文
化研究所の模索研究プロジェクト事業「岡上地域・鶴見川流域における環境教育」
として試行された。
教育プロジェクト「流域主義による地域貢献と環境教育」が文部科学省の2008
年度教育GPに選定されたのには、この先行した研究プロジェクトがあったれば
こそのことであり、また2008年11月の教育GP事業開始後も、同研究プロジェク
トは教育GPプロジェクトを研究面から支えるものとして重要な役割を担ってい
る。
シンポジウム当日は、空模様が心配される中、和光大学の関係者のみならず、
岡上西町会、岡上町内会、岡上小学校、麻生市民館岡上分館、岡上こども文化セ
ンター、鶴見川流域ネットワーキング加盟諸団体、国土交通省京浜河川事務所、
川崎市教育委員会、町田市民大学、水俣和光大学展など、地域、教育、治水、環
境保全の多くの関係者の方々を含めた約150名が会場へお越し下さり、盛況なシ
ンポジウムとなった。
参加者からは、「和光大学でやられてきた活動が大きく成長し、発展している
ことがわかり、これからの展開も広がって行くように感じられました。」「多彩な
方とのパートナーシップを取り合いながら事業を共同で推進しているという構図
がとてもよく分かる、とてもいいシンポジウムでした。」「足もとからの環境共生
の講演や基調報告を聞くことができ大変有意義でした。」「シンポジウムの企画は
大変、有意義でした。司会、講演者、パネラーの方達のお人柄、お話など、全て、
感銘致しました。」「流域全体をまとめて活動されていることは圧巻です。」等々
の感想をいただいた。その後の懇親会にも40名以上の皆さんがご参加くださり、
さまざまな交流があった。
シンポジウムは、西研現代人間学部教授によって司会運営され、次のように進
められた。
開会の辞：伊東達夫（和光大学臨時学長代行）
はじめに：今泉柔剛「大学と地域社会の連携に期待するもの」（文部科学省高等
教育局大学振興課大学改革推進室長）
基調報告：堂前雅史「足もとからの環境共生プロジェクト」（和光大学地域・流
域共生センター長・現代人間学部教授）
講演 1 ：鈴木研司「水マスタープランから見た大学との連携に期待するもの」
（国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所長）
講演 2 ：岸由二「流域市民活動と行政・企業・大学連携による環境貢献の未
来」（NPO法人鶴見川流域ネットワーキング代表理事・慶応大学教
授）
和光大学教育GPシンポジウム：流域主義による地域貢献と環境教育── 007
講演 3：梶亨「まちづくりにおける行政と大学、地域とのパートナーシップ」
（LLC観光文化創造研究所長・元高津区長）
パネルディスカッション：「流域文化の未来に向けて」鈴木研司・岸由二・梶
亨・堂前雅史（司会）
本報告では、最初に和光大学教育GPの背景を理解しやすくするために、教育
GPの概要と、教育改革事業を通じて大学が地域と連携することの意義を解説し
た今泉柔剛（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室室長）による「大学と
地域社会の連携に期待するもの」を掲載した。地域との関係に基づく本学の取り
組み姿勢が、教育に対する社会的な要請とも合致していることが分かっていただ
けよう。
こうした和光大学教育GP「流域主義による地域貢献と環境教育」の企画に至
った経緯と取り組み内容の説明として、堂前による基調報告「足もとからの環境
共生プロジェクト」を掲載した。この取り組みが、和光大学の伝統と地域性の中
で育てられた教育改革事業であり、にわか仕立ての事業ではないことが理解され
よう。
次に流域行政の視点から大学の社会的役割への期待を導き出すために、国土交
通省関東地方整備局京浜河川事務所の鈴木研司所長による「水マスタープランか
ら見た大学との連携に期待するもの」 を掲載した。流域という視点で都市を見
直すことの意義と、流域市民と行政の協働の先進事例である水マスタープランを
踏まえて、流域学の提唱と流域内の大学連携が提案された。流域という広い視野
から見ての、大学の社会的意義を考える上で重要な示唆に富んでいるといえよう。
続いて、視点を市民の側に移し、鶴見川流域に見られる活発な市民連携を踏ま
えた上で、大学の役割について論じるために、NPO法人鶴見川流域ネットワーキ
ング代表理事であり、本学非常勤講師でもある岸由二による「流域市民活動と行
政・企業・大学連携による環境貢献の未来」を掲載した。鶴見川における市民と
行政の協働による流域連携の実績が紹介され、その中における教育機関・研究機
関としての大学の地域貢献のありようを論じ、鶴見川流域や岡上地域における和
光大学の果たすべき役割について提案があった。
岡上出身であり、長年川崎市の文化行政に携わってきた梶亨LLC観光文化創造
研究所長からは、大学が地域・市民・行政のパートナーシップの中に入って連携
する意義について文化行政の視点から論じられた。自らの経験から行政と市民の
協働のために求められる諸課題をあげ、その中で大学が地域化していく意義を論
じ、岡上地域における和光大学に期待される役割についての提言があった。岡上
地域で生まれ育った立場からの「大学の地域化」の提言は、今後の和光大学のあ
り方に重要な方向性を示しているものといえよう。
続くパネルディスカッションでは、三者、それぞれの立場から、大学教育、都
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市計画、流域主義の意義などについて議論した上で、岡上地域・鶴見川流域と和
光大学の未来について語った。ここでは都合により、その概要のみを記す。
本シンポジウムでは、本学教育GPの教育改革事業の背景と、その支柱となる
流域社会のありようと、その中における和光大学の位置づけを確認し、流域社会
から大学への期待を明らかにすることができた。そして、その中でどのような地
域貢献をすることが有効であり、どのような市民を育成すべきであるかという本
学教育GP事業における課題が浮かび上がってきた。またそうした場を会場に詰
めかけた大勢の市民と共有できたということは、今後の和光大学の教育研究にお
ける大きな財産となったといえよう。
［堂前雅史（所員／現代人学部教授）］
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